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冬 の 水 鳥
毎 年 冬 に な る と シ ペ リ ア か ら や っ て 米 る 渡 り 烏
た ち が 日 本 を 賑 わ し ま す 。 中 で も マ ガ ン や オ オ ハ
ク チ ョ ウ 、 マ ガ モ な ど の ガ ン カ モ 科 に 属 す る 水 烏
た ち は 、 体 が 大 き く よ く 目 立 ち 、 ま た 、 動 物 園 や
公 園 で 飼 育 さ れ て い る も の も い る の で 、 私 た ち に は
な じ み 深 い 鳥 た ち で す 。 今 回 は 富 山 県 内 で み ら れ
る ガ ン カ モ 科 の 鳥 、 特 に カ モ 類 を 中 心 に 紹 介 し ま
し ょ う 。
生 息 数
「 富 山 県 で カ モ 類 が 最 も 多 か っ た 年 は 26 ,632 羽 、
最 も 少 な か っ た 年 は 8,937 羽 で し た d と 言 え ば 、
皆 さ ん は ど う し て わ か る の か 疑 問 に 思 わ れ ま せ ん
か 。 実 は 、 全 国 一 斉 に ガ ン カ モ 科 烏 類 の 生 息 調 査
が 行 な わ れ て い る か ら な の で す 。 こ の 調 査 は 196
年 度 よ り 始 ま り 、 毎 年 1 月 中 旬 に 実 施 さ れ て い ま
す 。 ガ ン カ モ 科 の 鳥 は 昼 は 池 や 湖 、 河 川 で 眠 っ て
い る こ と が 多 く 、 体 も 大 き い た め 、 他 の 、 秘 よ り 発
見 し や す い の で こ の よ う な 調 査 が 可 能 な の で す 。
図 1 に 、 富 山 県 で 確 認 さ れ た カ モ 類 の 年 度 別 の
生 息 数 の 移 り 変 り が 示 し て あ り ま す 。 最 近 の 3 年
間 で は 1 7 種 か ら 18 種 の カ モ 類 が 2 万 羽 以 上 確 認 さ
れ て い ま す 。
カ モ 類 の 多 さ に 比 ぺ る と ガ ン 類 や ハ ク チ ョ ウ 類
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図 I 富 山 県 の カ モ 類 の 年 度 別 生 息 数 〔 （ ） は 種 数 。
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は こ く わ ず か で す 。 特 に ガ ン 類 は 最 近 で は 富 山 県
に 定 着 地 は な く 、 隣 の 石 川 県 や 福 井 県 に 行 っ て し
ま い ま す 。 記 鈴 を み て み る と 、 富 山 県 内 で 確 認 さ
れ た ガ ン 類 は コ ク ガ ン 、 マ ガ ン 、 カ リ ガ ネ 、 ヒ シ
ク イ の 4 種 で す が 、 ガ ン カ モ 科 馬 類 の 調 査 の 時 に
確 認 さ れ た の は 、 マ ガ ン が 1975 年 1 月 17 日 に 宮 山
市 老 田 で 1 羽 、 197 年 1 月 17 日 同 市 横 越 地 内 常 顧
寺 川 で 12 羽 、 ヒ シ ク イ が 197 年 1 月 17 日 に 富 山 市
口 で 197 年 1 月 15 日 に コ ク ガ ン 1 羽 が 確 認 さ れ て
い る に す ぎ ま せ ん 。 ヒ シ ク イ は 日 本 で 品 も 多 く や
っ て く る ガ ン で 、 水 草 の ヒ シ の 実 を 食 べ る の で こ
の 名 が あ り ま す 。 か っ て 多 数 み ら れ た と い う 富 山
市 の 三 ノ 熊 地 内 で は こ こ 20 数 年 み ら れ な い と い う
こ と で す 。 な お 、 石 川 県 で は 42 羽 、 福 井 県 で は 12
羽 の ガ ン 類 が 1983 年 度 の 調 査 で 確 認 さ れ て い ま す
（ 表 紙 写 真 ） 。
一 方 、 ハ ク チ ョ ウ 類 は 数 は 多 く あ り ま せ ん が 、
毎 年 確 設 さ れ 、 オ オ ハ ク チ ョ ウ は 冬 を 越 し て い き
ま す 。 冨 山 県 内 の 越 冬 地 は 富 山 市 山 本 の 田 尻 池 だ
け で 、 197 年 以 米 定 期 的 に 飛 来 し 、 最 近 で は 1984
年 1 月 17 日 に 第 1 陣 計 7 羽 （ 成 鳥 2 羽 、 幼 烏 5 羽 ）
が 飛 来 し ま し た 。 昨 年 度 は 田 尻 池 で 過 去 最 高 の 30
羽 が 飛 来 し て い ま す 。 コ ハ ク チ ョ ウ は 富 山 県 内 で
て 行 く だ け で す 。 最 近 で は 1984 年
10 月 19 日 に 富 山 市 の 常 願 寺 川 河 口
で 成 鳥 3 羽 が 確 認 さ れ 、 1 1 月 2 日
に 見 に い っ た 時 に は 成 烏 9 羽 、 幼
烏 4 羽 の 計 1 3 羽 に ふ え て い ま し た
が、 1 月 8 日 に は す で に 姿 は あ り
ま せ ん で し た 。
カ モ の 種 類
夏 に 池 の 縁 を 歩 い て い る と 水 辺
か ら カ モ が 「 パ タ パ タ パ タ …. .」
と 羽 音 を 立 て て 飛 ぴ 出 し ぴ っ く り
す る こ と が あ り ま す 。 こ れ は カ ル
ガ モ と い う 大 型 の カ モ で す 。 カ モ
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と い え ば 冬 島 と 思 い が ち で す が こ の カ ル ガ モ と オ
シ ド リ は 富 山 県 内 で は 年 中 み ら れ る 留 鳥 で 同 じ 場 所
で 卵 を う み ひ な を 育 て ま す 。 し か し 、 束 京 で 放 さ れ
た カ ル ガ モ が サ ハ リ ン や シ ペ リ ア 東 北 部 で み つ か り 、
一 部 は 渡 り を す る こ と が わ か っ て き ま し た 。 こ の よ
う に 一 部 が 渡 る 島 に は 他 に コ サ ギ や ゴ イ サ ギ な ど
が 知 ら れ 、 フ ィ リ ッ ピ ン で 発 見 さ れ て い ま す 。  ま
た 、 留 島 の 代 表 で あ る と 思 わ れ て い る ス ズ メ で さ
え も 、 国 内 を 移 動 し 、 新 潟 県 で 放 さ れ た も の が 、
静 岡 ・ 滋 賀 ・ 岡 山 県 で み つ か っ て い ま す 。
富 山 県 内 で 確 認 さ れ て い る の は 図 2 に 出 て い る
外 に ア カ ッ ク シ ガ モ ・ オ カ ヨ シ ガ モ ・ ア メ リ カ ヒ
） ・ シ ノ リ ガ モ を 加 え た 計 2 種 で 、 カ ル ガ モ と
● : ノ ド リ を 除 く と す べ て 冬 烏 で す 。 冬 と い っ て も
マ ガ モ や コ ガ モ 、 オ ナ ガ ガ モ な ど は 9 月 の 中 旬 か
ら 下 旬 に か け て み ら れ る よ う に な り ｀ 遅 い も の で
は ピ ロ ー ド キ ン ク ロ や ク ロ ガ モ が 1 月 初 旬 か ら み
ら れ ま す 。 こ れ ら の 冬 鳥 は 翌 年 の 4 月 の 下 旬 に は
ほ と ん ど 飛 ぴ 立 っ て い っ て し ま い ま す （ 図 3) 。  次
に 代 表 的 な カ モ に つ い て み て み る こ と に し ま し ょ う 。
コ ガ モ
名 前 の 通 り 最 も 小 さ い カ モ で す 。 し か し 数 は
多 く 、 県 内 の 河 川 や 池 、 湖 、 海 湾 な ど ど こ で も
み ら れ ま す 。 窃 山 新 港 の 貯 木 楊 で は 2,0 羽 以
上 の 大 群 が 材 木 の 上 で 休 ん で い る 姿 を み る こ と が
で き ま す 。 1983 年 度 の 調 究 で は 全 て の カ モ の 確 認
数 の 約 38 % を コ ガ モ が 占 め 、 次 い で カ ル ガ モ の 約
31% 、 第 3 位 が マ ガ モ の 約 16% で 、 こ の 3 種 で 全
（  体 の 90% 以 上 を 占 め ま し た （ 図 2) 。 ち な み に 、 こ9 1- ら の 3 種 の カ モ は 計 15 回 の 調 査 で も 常 に 第 1 位
か ら 第 3 位 を 占 め 、 第 1 位 を 占 め た 回 数 は コ ガ モ
が 9 回 、 マ ガ モ と カ ル ガ モ が と も に 3 回 で す 。
オ ス の 頸 は 栗 色 と 緑 色 で 、 体 の 中 央 の 白 い 線 と
お し り の わ き の 黄 色 い 三 角 斑 が よ く 目 立 ち ま す 。
メ ス は 他 の カ モ と 同 様 に オ ス よ り も 地 味 な 色 で 、
全 体 に 褐 色 で す （ 写 真 で 奥 は メ ス 、 手 前 2 羽 オ ス ） 。
昼 は 大 群 で 眠 り 、 夜 に な る と 水 田 や 湿 地 な ど で
イ ネ 科 植 物 の 種 子 や ゲ ン
ゴ ロ ウ 、 ト ピ ケ ラ な ど の
昆 虫 を 食 ぺ ま す 。
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（ 富 山 県 自 然 保 護 課 調 査 ）
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図 3 富 山 県 の 主 な ガ ン カ モ 科 鳥 類 の 季 節 消 長
（ 宮 山 県 の 鳥 獣 (1980) よ り ）
カ ル ガ モ
大 型 の カ モ で 、 冨 山 県 で は 「 ジ ガ モ .J と も 呼 ば
れ て い ま す が 、 田 植 の 時 期 に は 苗 を ふ み た お し た
り 、 も み を 食 ぺ た り し 、 ま た 、 秋 に は 稲 穂 を つ い
ば ん だ り す る た め 農 家 の 人 た ち に 嫌 わ れ る こ と が
あ り ま す 。
コ ガ モ や マ ガ モ と と も に 多 い カ モ で 県 内 各 地 の 池
や 河 川 、 海 湾 で み ら れ ま す 。 高 岡 市 の 古 城 公 園 で
は 堀 の 周 囲 の 石 垣 の 上 で 一 列 に 規 ltlJ 正 し く 並 ん で
眠 っ て お り 、 公 園 の 風 恨 に よ く 解 け 込 ん で い ま す 。
他 の カ モ と 異 な り 、 オ ス と メ ス の 体 色 は 同 じ で
す 。 1本 は 褐 色 で 白 っ ぽ い
頭 に 黒 い 線 が 走 り ま す 。
く ち ば し は 黒 く 先 端 の 貿
色 や 立 っ て い る 時 は 地 味
な 体 に 赤 い 足 が よ く 目 立
ち ま す 。
8  
マ ガ モ
公 園 や 動 物 園 で よ く み
る ア ヒ ル は マ ガ モ が 長 い
年 月 を 経 て 飼 い な ら さ れ 、
各 国 で 品 稲 改 良 さ れ た も
の で す 。 そ の 品 種 は 25 を 越 え ま す 。 ヨ ー ロ ッ パ や
中 国 で は 紀 元 前 よ り 飼 わ れ 、 そ の 肉 や 卵 が 利 用 さ
れ て き ま し た 。 ナ キ ア ヒ ル （ 別 名 ア イ ガ モ ） は 野
生 の マ ガ モ に 品 も 近 く 、 野 生 の マ ガ モ と ア ヒ ル の
雑 種 で す 。
マ ガ モ の オ ス の く ぴ は 緑 青 色 の た め 俗 に 「 肯 首 」
と も 呼 ば れ 、 首 の 下 に は 白 い 輪 が あ り ま す （ 写 真 ） 。
大 型 の カ モ で 、 富 山 県 内 で は コ ガ モ 、 カ ル ガ モ
と と も に 多 く 、 池 や 沼 、 海 上 で 普 通 に み ら れ ま す 。
オ ナ ガ ガ モ
オ ス は 尾 が 長 く 白 い 胸
が 目 立 ち ま す （ 写 真 ） 。
富 山 県 内 で は 年 々 増 え て
来 て い る カ モ で 、 最 近 3
年 間 で は 1,0 羽 以 上 確 認 さ れ て い ま す 。
呈言芦ご 旦こ
海 上 よ り 河 川 や 池 な ど 淡 水 を 好 み ま す 。
間 部 の 川 の 上 流 部 や 池 沼 に す み ま す 。 富 山 県 内 で
は 神 通 川 や 庄 川 、 小 矢 部 川 な ど の 上 流 部 や ダ ム 湖
な ど で み ら れ ま す 。
オ ス は は で な 色 で 、 だ い だ い 色 の い ち ょ う 羽 が
よ く 目 立 ち 、 頭 の 後 の 毛 が 長 く の ぴ て い る た め 独
特 の シ ル エ ッ ト を し て い ま す 。
シ イ や ナ ラ 、 ク ヌ ギ の 実 を よ く 食 ぺ ま す 。 巣 は
徴 で 、 シ ル エ ッ ト で も わ 、｀ い＞ ”
―  か り ま す 。 昼 で も 活 発 に 動 き 、 く ち ば し を 水 面 につ け 餌 を す い 込 ん で い る 姿 は 大 変 ユ ー モ ラ ス で す 。
数 は 多 く あ り ま せ ん が 、 富 山 市 の 富 岩 運 河 に は 毎
年 み ら れ ま す （ 写 真 は オ ス ） 。
キ ン ク ロ ハ ジ ロ
今 ま で 述 ぺ て き た カ モ
は 、 餌 を と る と き は く ぴ
を 水 中 に 突 込 み 、 せ い ぜ
い 体 半 分 が 水 中 に 沈 む 程
↓  . .  』
度 で 深 く も ぐ る こ と は あ り ま せ ん 。 し か し 、 キ ン
ク ロ ハ ジ ロ や ホ シ ハ ジ ロ は よ く 潜 水 し 餌 を あ さ り
ま す 。
キ ン ク ロ ハ ジ ロ の オ ス は 、 白 と 黒 の ツ ー ト ン カ
ラ ー で 、 頭 か ら く ぴ が 黒 、 脇 か ら 腹 が 白 で よ く 目
立 ち ま す 。 ま た 、 後 頭 部 に は 長 く の ぴ た 羽 毛 が あ
り ま す （ 写 真 ） 。
富 山 市 の 富 岩 運 河 に は キ ン ク ロ ハ ジ ロ と ホ シ ハ
モ や カ ル ガ モ が み ら れ ま す 。
ミ コ ア イ サ
非 常 に 少 な い カ モ で す 。
1983 年 度 に は 岱 山 市 の 富
岩 運 河 に 1 羽 や っ て き ま
し た 。
オ ス は 白 い 部 分 が 多 く 、 遠 く か ら み る と カ モ メ
が 浮 か ん で い る よ う に み え ま す （ 写 真 ） 。 魚 が 主 食
で よ く 潜 り ま す 。 ア イ サ 類 に は 他 に カ ワ ア イ サ と
ウ ミ ア イ サ が み ら れ ま す 。
ガ ン カ モ 科 の 烏 は 大 き く 、 昼 は 水 面 や 水 辺 で 眠
っ て い る こ と が 多 い た め 、 他 の 烏 に 比 ぺ 観 察 の し
や す い 鳥 で す 。 一 度 近 く の 川 や 池 に 出 向 い て い っ
て は い か が で し ょ う か 。 最 後 に な り ま し た が 富
た だ い た 冨 山 県 自 然 保 護 課 に 御 礼 申 し 上 げ ま す 。
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写 真 撤 影 者 ： コ ガ モ ・ カ ル ガ モ ・ マ ガ モ （ 太 田 道
人 ） 、 オ ナ ガ ガ モ ・ キ ン ク ロ ハ ジ ロ （ 根 来 尚 ） 、 ハ
シ ピ ロ ガ モ ・ ミ コ ア イ サ （ 南 部 久 男 ）
（ な ん ぶ ひ さ お ： 脊 椎 動 物 担 当 ）
